
第４回「ききがきすと」®養成講座受講生募集！ 

「ききがきすと」になって活動しませんか！ 

◆「ききがきすと」は語り手の話にじっくり耳を傾け、その話を書きとめることによって、 

 語り手に代わって「その人なりの自分史」を残すお手伝いをするための資格です。 

◆Ryoma21では、一定のレベル以上の聴き書きができる人を育成し、活躍につなげるため 

 に「ききがきすと養成講座」を開催します。資格を取得すれば、ご自身で「聴き書き」をす 

 ることはもちろん、Ryoma21の仲間と一緒に活動することができます。 

 

  

－庶民の歴史を残すお手伝い－ 

日程 講座内容 

１ 10月5日 
 （土） 

◆開講式：ききがきすと活動の意味・果たす役割・活動趣旨 
◆話を聴きだす手法：①傾聴の技法 ②傾聴の実習 ③テープ起こしの方法 

２ 10月6日 
 （日） 

◆文章作成概論 
 ①自分の文章を整理する  ②他の人の文章を編集してみる 
 ③受講者同志が語り手と聞き手になって、相互に聴き取り  
 ④荒原稿の作成 

３ 10月12日 
 （土） 

◆文章作成実習 
 ①荒原稿を編集・整理する  ②見出し、小見出しの付け方  
 ③冊子のタイトルの付け方  ④写真撮影手法 

４ 10月13日 
 （日） 

◆パソコンでの編集作業 
 ①体裁、文字、行数、ページ数などを決定 
 ②写真や図版、見出し、小見出しなどのレイアウト 
 ③奥付などを入れる ④表紙・裏表紙のデザイン 

５ 10月19日 
 （土） 

◆製本作業 
 ①折り方、綴じ方  ②ホッチキス、製本テープなどで中身を作る 
 ③表紙をつけて仕上げる 

６ 10月20日 
 （日） 

◆作品講評とまとめ 
◆ききがきの現場を知る：様々なケース、話し手との信頼関係など 
◆認定課題の発表  ◆閉校式 

７ 認定作品制作 
実習ツアー 
（全員の作品
を掲載した本
を作成予定） 

◆希望者のみ自由参加：10月末から11月初めを予定 
 福島県南相馬または岩手県宮古市田老にて、東日本大震災被災者のお話を 
 聴きます。旅費は個人負担。交通費と宿泊費で３万円程度を予定。 
 ＊参加を希望しない人は、ご自身で語り手を見つけて、認定用作品を作成 
  していただきます。 

第４回講座カリキュラム（変更となる場合があります） 

◆開催日：平成25年10月5日から10月20日までの土・日の全6回 
     認定作品実習ツアーは1泊2日 
◆時 間：13：30～16：30  
◆会 場：銀座風月堂ビル５階会議室、中央区公共施設など 
◆募集人員：10名限定（先着順） 
◆申込締切：平成25年10月1日（火） 
◆受講資格：①年齢／性別不問 
      ②パソコンの基本的な操作ができ、ワードで簡単な文書が作れる方 
      ③ノートパソコン、テープ・ICレコーダー、デジカメなどを持参できる方 
◆受講料（6回分のみ）： 
  Ryoma21正会員35,000円、賛助会員40,000円、非会員45,000円 
  ＊同時入会で、正会員料金になります。 ＊テキスト・資料代、材料費を含みます。 

主催：NPO法人シニアわーくすRyoma21  http://www.ryoma21.jp/ 
    「ききがきすと」専用サイト      http://kikigakist.ryoma21.jp/ 
    FAX：03-5537-5281  e-mail:info@ryoma21.jp 

＊「ききがきすと」はRyoma21の登録商標です。 

裏面の説明も 
ご覧ください 

＊写真は作品例です 
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